
「土曜ミニミニガイド」

「植物園ガイド」が植物案内！
～見どころ案内・魅力解説・楽しさ倍増！～

①７名以上のｸﾞﾙｰﾌﾟや団体で来園される方を対象

② 申込は希望日の10日前までに。（要相談）
③ ガイドは1時間程度。（無料）

* 申込先：京都府立植物園 TEL  075-701-0141 

ほっこり ウィークリー
（毎週金曜日発行）

３７号
２０２１
１.２２

京都府立植物園
〒６０６-０８２３ 京都市左京区下鴨半木町

TEL 075-701-0141   FAX 075-701-0142

http://www.pref.kyoto.jp/plant/

※年間パスポート好評発売中
・１年間、何度でもご利用いただけるお得なチケットです！

大人1000円 高校生750円

・入園門でご購入いただけますので是非お買い求めください。

※温室観覧料は別途必要となります。

植物園ＨＰ！
京都府立大学との共同により、ス

マホを使って園内の自分の位置が確
認できる『スマホdeガイド』を作

成！ ‘おすすめ樹木めぐり’‘お
すすめエリアガイド’などをスマホ
で確認し、植物観察！

ＱＲコードをｽﾏﾎで

読み込み、「位置

情報を利用する」

に設定！

スマホdeガイド

入園無料！

「第１６回 早春の草花展」

～春を感じる風の中で～
2月13日（土）～3月14日（日）10:00～16:00

大芝生地 特設会場にて・・・
～寒さの残るこの季節・・

一足早く「春の景色」をお届けします！～

毎週土曜日は・・・

植物園芸相談
■毎週日曜日 午前９時～正午、午後１時～午後４時
■電話０７５－７０１－０１４１

技術課職員が植物解説！

植物園会館前集合：午後１時スタート！

「技術課長のてくてくさんぽ」

１月２４日（日）何処を歩くかはお楽しみ！

植物園会館前集合：午後２時スタート！

園内で野鳥の死骸を発見されましたら、鳥インフルエンザの疑いもありますので絶対に触らずに職員や各門へお知らせください。

行事予定と今週ぜひ観ていただきたい植物の情報をお届けします！
※ ※休園日は、年末年始（12/28～1/4）だけです。

※ 京都府立植物園公式ツイッターアカウント始めました！見頃の植物情報を中心につぶやいています。

「水曜ミニガイド」 植物園認定ｶﾞｲﾄがご案内！
※当面の間 水曜ミニガイドは中止させていただきます。

バラ剪定講習会
○1月23日（土）13:30～15:00（受付13:00～）

・「四季咲きバラの剪定」植物園会館2階多目的室
※講師：松尾正晃氏（まつおえんげい）
※定員：先着３0名
※ばら園で実技があります。

第10回 新春を彩る
寄せ植えハンギングバスケットコンテスト展

○期間：1月10日（日）～1月31日（日）
○場所：北山門周辺 ～壁掛け型ﾊﾝｷﾞﾝｸﾞﾊﾞｽｹｯﾄ＆寄せ植え!

第２９回 洋ラン展
○期間：1月29日（金）～2月11日（木）
○場所：観覧温室（特別展示室）
○内容：洋ラン約200鉢を展示(販売あり)

◆1／31（日）洋ラン展関連 講演会
植物園会館2階研修室 13:30～15:00
（当日会場受付 13:00～）※定員：先着３0名
「ランの花にみられる送粉について」講師：戸部園長

若手作家による希少植物作品展
～あしもとにゆらぐvol.2～

○期間：1月30日（土）～2月7日（日）10:00～16:00

○場所：植物園会館1階展示室
○内容：若手作家による水彩画等、全国各地の希少植物

が描かれた作品を展示

第９回 シャドーボックス作品&クラフト展
○期間：2月12日（金）～2月21日（日）
○場所：植物園会館1階展示室
○内容：「植物」をテーマにシャドーボックスなど約40

点を展示

東洋蘭講演相談会
○日時：2月14日（日）13:30～16:00（受付13:00～）

○場所：植物園会館2階研修室 ○定員：先着30名
○内容：寒蘭、春蘭など東洋蘭全般の栽培を中心とした講習会

京都新世代いけばな展2021
○期間：2月20日（土）～2月23日（火・祝）
○場所：くすのき並木
○内容：「＃ハナノコキュウ 明日へのエナジー」をテーマに

30流派の若手華道家54名の44作品を展示
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今週の「探して！」
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⑫アマゾンユリ
ヒガンバナ科。コロンビア・アンデ
ス山地原産。純白の花は香りもよく、
結婚式のブーケやコサージュに使
われる。地面の生え際からギボウ
シのような長い柄を持った光沢の
ある葉を生じることから、別名で「ギ
ボウシズイセン」とも呼ばれる。

①ロウバイ
ロウバイ科。中国原産。日本には
江戸時代初期に渡来したとされる。
ロウ細工のような質感の花弁を
持った黄色の花は、とても上品で
甘い香りがすることも特徴。属名の
Chimonanthusはギリシャ語で「冬
の花」という意味。

②ニホンズイセン
ヒガンバナ科。地中海沿岸地域原
産。名前にニホンとついているた
め日本固有の植物と思われがち
だが、古くにペルシャから中国にも
たらされ、それが日本に渡ってき
たとされている。北陸地方の海岸
沿いの一部では群生している。

⑪オオカメノキ（冬芽）
レンプクソウ科。北海道～九州、サ
ハリンなどに分布。漢字で「大亀の
木」と書き、葉の形が亀の甲羅に
似ることから名が付いた。別名のム
シカリ（虫狩）は、虫がこの葉を好
むことから。冬芽の形がユニーク。
ウサギ？ウルトラマン？それとも…

⑩カクチョウラン
ラン科。沖縄列島、東南アジアな
どに分布。地面に根を下ろして生
育する地生種。漢字では「鶴頂
蘭」と書き、咲いた花の姿を鶴に見
立て名が付いた。1mを越す長い
花茎をまっすぐ上に伸ばして幅
10cmほどの花を複数咲かせる。

⑨スノードロップ
ヒガンバナ科。ヨーロッパ各地から
西アジアまで広く分布。英名のス
ノードロップ（雪のしずくの意味）は
花の色と形から。他にも、16～17
世紀に人気のあった耳飾りに似て
いるなど、名前の由来は諸説ある。
花言葉は「希望」や「慰め」。

⑦ケコンロンカ
アカネ科。中国南部から台湾に分
布。長さ５cm程度の白い葉のよう
に見えるものは、1枚のがく片。5枚
あるうちの1枚だけが大きくなり白く
色付いたもので、がく苞と呼ばれ
ている。星形の花は１cm程度の大
きさでオレンジ色がよく目立つ。

⑥ヤマコウバシ
クスノキ科。日本、中国などに分布。
葉をもむとショウガに似た香りがす
ることから「山の香ばしい木」という
意味の名が付いた。枯れ葉が「落
ちない」その特徴から受験生に御
利益があるとされ、植栽されている
半木神社は隠れたお参りスポット。

③シシユズ
ミカン科。中国原産。名前にユズ
が付くが、ユズの仲間ではなくブン
タンの仲間である。果実は大きく
約1キロにもなる。その「獅子」のよ
うな外観と併せ、中国南部および
台湾ではブンタンのことを一般に
「柚子」と呼ぶことが名前の由来。

④壬生菜
アブラナ科。現在でも京都市、南
丹市などで栽培されている。水菜
の自然交雑でできたといわれ、葉
には切れ込みがなく、細長くへら
のような形をしているのが特徴。京
都市内の壬生地区で多く栽培され
ていたことが名前の由来。

⑤ロウヤガキ
カキノキ科。中国原産。カキノキの
仲間で、秋から冬にかけてがく片
が細長く羽根つきの羽根に似たよ
うな実を結ぶ。この実は小さく渋い
ため食用とはならないが、独特の
形状と色味が面白く、観賞用とし
て盆栽などによく利用される。
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写真はコチラ！
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⑧ナルキッスス・カンタブリクス
ヒガンバナ科。スペイン南部、北ア
フリカに分布。冬に白いかわいい
花を咲かせる小型のスイセンの仲
間で、清楚な美しさが人気。特徴
は漏斗状の副花冠が発達してい
ること。開花時期は、通常１２～３
月。花の少ない冬の花壇を彩る。

観覧温室
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